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Basic research of creating new teaching materials in biological education 
using Zostera marina L. 
 







































をつくり繁殖する（新崎 (1950a，1950b)，月館・高森 (1977)，川崎ほか (1986)，Nakaoka and Aioi (2001)，
De Cock (1980)，那須・松江 (1984)，小見山 (2002a)）。一度陸上に適応してから再び生活圏を海中














種の同定は，分類基準に従っておこなった（北村・村田・小山 (1984)，Ohwi (1984)，Shin and Choi 





葉，茎，根の内部形態は，ミクロトームで徒手切片を作成し，光学顕微鏡で観察した（Kuo and Hartog  
(2006)）。 
花・果実・種子の観察は，花期に花穂を付けた生殖株を採集して持ち帰り，開花の過程を詳細に





 高橋ちぐさ・北垣雅大：Zostera marina L. アマモの教材化に関する基礎的研究 
採取した種子は，比重選別した後，低温で保存し（草加 (2009)），発芽実験をおこなった（小見
山 (2002b)，Wyllie-Echeverria et al. (2003)，Robert et al. (2006)，山木ほか (2006)，相田 (2006)，阿部
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や雌花の蕾が外から見える状態で，2 列の花序が，確認された（図 10 A）。花序の各列は，おしべ，







雌花に受粉する仕組みとなっている（De Cock (1980)，那須・松江 (1984)，小見山 (2002a)，Ackerman 





らんでいった（図 10 D) 。果実が成熟すると，果皮が破れて，花穂から放出された。 
種子は淡褐色から黒みを帯びた褐色で，3～5mm 径，俵のような形状で，表面には縦に稜があっ
た（図 12 A）。 
種子を播き，発芽ならびに成長を観察した。発芽については，条件検定の結果，温度 15℃，淡水
処理 14 日間という条件の基で，85％の発芽率が得られ，種子発芽促進に有効であると判断した。 
500ml ビーカーに海岸で採取した砂を敷き詰め，発芽した種子を深さ 3cm に埋土し，海水を満た














生殖株（図４，図 13 B）は，成熟期である春に，群落内の一部の栄養株（図３，図 13 A）から分
枝して形成され，５月から７月にかけて花穂（図 13 B, 矢印）をつけ，開花し，受粉，受精という
有性生殖の過程を経て，果実を実らせ，種子を生産した（図 13 C → D → E → F）。海底に放出
された成熟種子は，暑い夏の間は休眠状態で過ごし，秋から冬にかけて発芽し，新しい栄養株を形
成した（図 13  F → G → A）。 
一方，栄養株は，冬から春にかけて盛んに地下茎の伸長による無性生殖により群落を拡大する様
子が確認された（図 13  A → A）。 
なお，アマモは一般的に，一年で枯れずに成長が続く多年生植物とされるが，夏場などに，高水
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図１. 日本におけるアマモの生育地.  (大場・宮田(2007) 「日本海草図譜」より引用) 
 
A B  
図２.  観察および材料を採集したアマモ場. 
A; 栄養株成長期のアマモ場 広島県因島 2013 年 3月． B; 花期のアマモ場 兵庫県明石市 2013 年 5 月．  
 
 
図３. アマモ 栄養株 生標本写真.  スケールは 10cm. 












図５. 葉身の形態．A;葉身．B;  葉身の拡大像．C;表皮細胞．スケールは A,B は 1cm，Cは 20μm． 
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図５. 葉身の形態．A;葉身．B;  葉身の拡大像．C;表皮細胞．スケールは A,B は 1cm，Cは 20μm． 























図８. アマモ 地下茎の維管束横断面.   スケールは 50μm. 












図 10. アマモ 花穂の中で果実がつくられるまで． A；花序．B；雌花．C；雄花．D；果実．  スケールは 0.5cm．   
A B  
図 11. アマモの花粉． A；花粉囊から花粉が放出された瞬間. 矢印は花粉. B；花粉の顕微鏡写真．  
     スケールは A は 0.5cm，Bは 100μm． 























図８. アマモ 地下茎の維管束横断面.   スケールは 50μm. 












図 10. アマモ 花穂の中で果実がつくられるまで． A；花序．B；雌花．C；雄花．D；果実．  スケールは 0.5cm．   
A B  
図 11. アマモの花粉． A；花粉囊から花粉が放出された瞬間. 矢印は花粉. B；花粉の顕微鏡写真．  
     スケールは A は 0.5cm，Bは 100μm． 













図 13．アマモの生活史.  A; 栄養株．B; 生殖株．矢印は、めしべが立ち上がった花序．C; 雌花．D；雄花．  
E; 果実．F；種子．G；幼草体.   
